
2023年

3月2日(木) 
北海道大学 学術交流会館「講堂」
（札幌市北区北８条西５丁目）

定員 100名まで（先着順） 必要事項（所属／氏名／電話／E-mail）を明記の上、
問い合わせ先に記載するＥメールまたはFAX宛て
までお申込み下さい。

14:00 ～ 16:50
（受付13:30～）

参加費
無　料
参加費
無　料
参加費
無　料

　『地方の里親家庭や児童養護施設で育った若者の定着条件』
　　井出　智博　　北海道大学大学院教育学研究院 准教授

　『若者のワークライフバランスと都市・田園生活』
　　クリーン スザンネ　  北海道大学現代日本学プログラム 准教授

　『農村への移住・定住に果たす仲介者・支援団体の役割』
　　－岐阜県郡上市「和良おこし協議会」と移住者の関係に注目して－

　　林　　琢也　　北海道大学大学院文学研究院 准教授

　『清里町における移住者と自然体験型スポーツに関する一考察』
　　山村　洋子　　北海道大学大学院教育学院　博士後期課程

＜北海道の特性に対応した移住・定住の道筋を探る＞

移住・定住の道筋を探る移住・定住の道筋を探る移住・定住の道筋を探る

※駐車場はございません。公共交通機関でお越しください。

※新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、開催が中止となる事が
　あります。

ソーシャルディスタンス確保
注）会場では、マスクの着用や手指消毒などの新型コロナ
　　ウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

　北海道開発協会では、「北海道の移住・定住」に関する多様な観点からの研究を支援し

ています。

　本セミナーでは、最近の特徴的な取組みや、学識経験者によるパネルディスカッショ

ンを行い、“北海道の特性に対応した移住・定住の道筋”を探ります。
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ています。

　本セミナーでは、最近の特徴的な取組みや、学識経験者によるパネルディスカッショ

ンを行い、“北海道の特性に対応した移住・定住の道筋”を探ります。

　北海道開発協会では、「北海道の移住・定住」に関する多様な観点からの研究を支援し

ています。

　本セミナーでは、最近の特徴的な取組みや、学識経験者によるパネルディスカッショ

ンを行い、“北海道の特性に対応した移住・定住の道筋”を探ります。

北海道の特性に対応した北海道の特性に対応した北海道の特性に対応した
一般財団法人 北海道開発協会　 2022年度研究助成セミナー

＜プログラム＞ 第一部 【各取組みの報告】14:00 ～ 15:20

第二部【パネルディスカッション】15:30 ～ 16:50

　 日　時

　 定　員

　 会　場

　 申し込み

問い合わせ先：（一財）北海道開発協会　開発調査総合研究所
　　　　　　　 E-mail：kenkyujo@hkk.or.jp ／ Fax 011-709-5225 ／ Tel 011-709-5213
　　　　　　　 URL：https://www.hkk.or.jp/

　『北海道の移住・定住に向けた取組み』
　　－関係人口創出は移住定住に結び付くか－

　　中山健一郎　　札幌大学地域共創学群 教授



送　信　先

申込期限

お問合せ

※お申し込みは、必要事項を記入して E-mail または FAX でお申し込みください。

※E-mail でお申し込みの方は、必要事項〔希望する参加形態／所属／氏名／電話／

　E-mail〕を明記の上、上記アドレス宛にお申し込みください。

申込先：（一財）北海道開発協会　開発調査総合研究所
電　話：０１１－７０９－５２１３

セミナー｜”北海道の特性に対応した移住・定住の道筋を探る”　参加申込書

０１１－７０９－５２２５FAXkenkyujo@hkk.or.jpE-mail

定員になり次第締め切らせて頂きます。２月２８日(月)まで

氏　　名

ふりがな

連 絡 先
TEL    ：

E-mail：

所属機関

●中⼭健⼀郎 ⽒ 札幌⼤学地域共創学群 教授
名古屋市⽴⼤学院経済学研究科を満期退学後、札幌⼤学に赴任、講師、助教授を経て2008
年に教授。⾃動⾞産業論を軸に⼈材育成、⼈材開発、技術移転の研究に従事。近年、⾃動⾞
産業論を介して地域の⼈材育成、関係⼈⼝創出の研究に従事。2008年より札幌⼤学教授。

●スザンネ・クリーン ⽒  北海道⼤学 現代⽇本学プログラム 准教授
オーストリア・ウィーン⼤学の政治学科学研究科博⼠課程で博⼠号取得。ドイツ⽇本研究所

（東京）での勤務を経て、2013年から北海道⼤学へ着任。

●井出智博 ⽒ 北海道⼤学⼤学院教育学研究院 准教授
臨床⼼理学、福祉⼼理学が専⾨で、公認⼼理師、臨床⼼理⼠として児童養護施設な
ど社会的養護の領域で研究、実践に従事してきた。熊本県出⾝で 2011 年までは九
州で暮らし、その後約 10 年間静岡⼤学教育学部で教鞭をとり、2020 年より北海
道⼤学⼤学院教育学研究院准教授を務める。博⼠（⽂学）。主な研究テーマは社会
的養護における⾃⽴とその⽀援。

●林 琢也 ⽒ 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院 准教授
1980 年 8 ⽉⻘森県⽣まれ。2009 年 3 ⽉、筑波⼤学で博⼠号取得。⾸都⼤学東京 
都市環境学部 特任助教、岐⾩⼤学 地域科学部 助教・准教授を経て、2019 年 4 ⽉
より現職。専⾨は農村地理学、経済地理学、観光学、地域づくり論。

●⼭村洋⼦ ⽒ 北海道⼤学⼤学院教育学院 博⼠課程後期
奈良⼥⼦⼤学⽂学部体育学を専攻し、北海道公⽴学校教員としてオホーツク管内の
義務教育学校で 18 年間勤務、2020 年に退職。現職教員期間の 2019 年北海道⼤
学⼤学院教育学院修⼠課程を修了、現在は博⼠後期課程に在籍し、オホーツク地域
の⾝体⽂化に関する研究に取り組む。

会 場  北海道⼤学 学術交流会館「講堂」
住 所  札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬

【会場案内】【プロフィール】

※お申し込みいただきました氏名等の個人情報は、今回の目的以外では使用いたしません。

※駐車場はございません。公共交通機関でお越しください。


